
鈴木修最高顧問を偲ぶ 

 

 令和 6 年 12 月 25 日、遠州白門会最高顧問鈴木修先輩（スズキ株式会社相談役）が逝去

いたしました。（昭和5年 1月 30 日生まれ、満 94 歳。） 

 これまでの 47 年の公私にわたる思い出を記し、感謝の言葉に代えさせていただきます。

合掌 

 

私がそれまで勤めていた監査法人を退社して浜松市に戻ってきたのが昭和 53 年の 1 月。 

浜松に戻ってすぐに遠州白門会（当時は、「中央大学学員会遠州支部」）の活動に誘われて活

動するようになりました。その当時から鈴木修先輩（（下、、 び慣れた「会長」と記します。）

は当会の副会長（副支部長）をしておられ、何かにつけて支部活動にご支援を賜りました。 

6 月に開催（現在は9月に開催）していた総会・懇親会、箱根駅伝応援会には忙しい中、必

ず出席していただきました。出席記録を集計すれば、一番多くの出席回数を誇るのは「会長」

に相違ありません。 

思えば、「会長」と出会ってから多くの同窓・先輩を見送りました。「会長」の弔事も四回、

耳にする機会を得ました。鈴木将司先輩、西尾巌先輩、鈴木重久先輩、鈴木羊之助先輩への

弔事、いずれもしょーちゃん、がんちゃん、しげちゃん、よーちゃんと びかけ、故人との

エピソードを交えた心温まる素晴らしいお話でした。 

 平成 24 年 2 月 11 日、遠州白門会創立 60 周年記念特別講演会を企画し、「会長」に「こ

のごろ思うこと」と題する講演会を開催させて頂きました。私は幹事長としてこの講演会を

取り仕切ることとなり、「会長」が快く講師をお引き受けいただいたのは大変嬉しかったの

ですが、会場に集まる人数が不安であちこち駆けずり回ったことを思い出します。私の心配

は杞憂に終わり、650 名を超える人数の参加を得ました。改めて「会長」の存在の大きさを

感じました。「会長」は話の冒頭で「今日、私は騙されました。こんなに多くの人が参加す

るのだったら断れば良かった。」といきなり話され、聴衆の心を掴みました。私は若干悪い

ことをしてしまったなと思いましたが、「会長」のよく使う冗談だと知り安心したのを覚え

ています。 

 （「会長」が中央大学箱根駅伝を強くする会（下、、強くする会）の会長に就任したときの

言葉も強烈に覚えています。「会長」は「箱根駅伝を強くするには、まずもって強くする会を

強くしないといけません。」と仰って、就任直後に資金作りに乗り出し、自らの数千万円の

寄付も含め、大学にクロスカントリーロードを作りました。強くする会会長在任中、中大の

箱根駅伝は毎年予選会出場のため、前泊し立川市での予選会の応援に 10 名で行ったのも良

い思い出となりました。前泊したホテルで食べた鉄板焼きステーキは（「いなんば」に負けず

劣らず美味しかったです。予選会のコース半ばにスズキ自販の店舗があり、その 2階でテレ

ビ観戦するのですが、「会長」は到着するや店舗駐車場、店舗を隅々までチェックしてまわ

り、あまりレースは見ていなかった印象です。どこまでも仕事好きでしたね。 



 平成30年、前会長の中村紘八先輩から会長就任依頼を受けたとき、ずるい私が固辞して

いると「会長」から「是非引き受けてください。」と言って頂きました。ニコッと人懐こい

笑顔を見せられ、私は「会長」に遠州白門会名誉会長に就任願いたいと要請しましたが、押

し戻されて最高顧問ということで決着しました。コロナによる就学支援金の募集に際して

は、当初反対されましたが、快く引き受けてくださり、おかげで無事 43 名の学生に一人 5

万円の支援金を配布することができました。 

 不肖私は今年の 6月まで 12 年間スズキ㈱の社外監査役を勤めさせて頂きました。就任当

初、株主総会で参加した株主の大半を修ファンにしてしまい、弁舌爽やかに議事進行してい

た勇姿は目に焼き付いたままです。 

グランドホテルのゴルフ大会、年 2回の酔談の夕べもいつも修ファンで盛況でした。浜松

で一番愛された人間と言っても過言ではないと思います。もちろん快く思っていない人がい

るのは承知していますが、心を開いて話をすればきっと（「会長」のファンになってしまうの

ではと思っています。コロナ禍で休止はしましたが、年一回の役員ゴルフコンペでも同じ組

でラウンドさせて頂きました。ゴルフも仕事同様真面目で研究熱心に取り組んでおられま

した。 

あと 1週間足らずで箱根駅伝が開催されます。毎回「会長」に参加頂きましたグランドホ

テルでの応援会でも「会長」の順位予想はいつも厳しく最、位に近い予想でした。期待の裏

返しと思っています。せめて「会長」の元気なうちに優勝を見せたかった、すべての遠州白

門会会員の共通の思いだと感じております。 

思い出はいつまでも尽きません。私の人生も「会長」のおかげで随分有意義なものとなっ

ております。「会長」、今まで本当に有難うございました。 

感謝してもしきれません。安らかにお休みください。 

 

令和 6年 12 月 26 日 

遠州白門会顧問 田中範雄 


